



Recommendations for learning Japanese traditional music
in the teacher training course in the university
Kahori SUGIYAMA・Haruko KATO
Abstract
　Fifteen years have passed since Japanese traditional music classes became 
compulsory in school education. Learning various musical culture, not only classical 
music but also ethnic music around the world and popular music especially 
Japanese traditional music is vital for the students to enrich their sensibility and 
insight into music. However, many students who are undertaking the teacher 
training course at universities have little knowledge and experience in Japanese 
traditional music. Therefore it is necessary for them to develop their skills to teach 
the music themselves in the future. 
　In this curriculum, we will deepen our knowledge and aim to acquire NAGA-
UTA singing law and musical instrument skills by using traditional music-specific 
rendition and acquisition methods.
…
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　この授業では 3 種類の和楽器の実技習得を目指す。ポイントは以下の 3 点である。
　・篠笛の基本的奏法を学び、篠笛による独奏と重奏を行う。
　・能管の基本的奏法を学び、唱歌 ( しょうが ) による習得法を実践する。
　・三味線の奏法を復習し、長唄「松の緑」前弾きを演奏する。
（１）授業準備
　本学は現在細棹三味線 16 挺、箏 3 面、締太鼓 2 丁を有している。受講人数は毎年学年によって


























































































難易度 篠笛独奏 篠笛重奏 三味線「松の緑」 能管




【中】 「こきりこ」 「とおりゃんせ」 一人で弾く
【難】 「さくら」 「山ざくらの歌」 教師の上調子５）と弾く








表８　平成 29 年度受講学生（25 名）の実技テスト課題選択結果
篠笛独奏 篠笛重奏 三味線「松の緑」
「ひらいたひらいた」 6 名 「かごめ」 10 組 教師と弾く 1 名
「こきりこ」 3 名 「とおりゃんせ」 2 組 一人で弾く 14 名
「さくら」 16 名 「山ざくらの歌」 0 組 教師の上調子と弾く 10 名
他自由曲 0 名 「まりつき」 0 組 （内、暗譜した学生） （3 名）
　学生は全ての課題において、楽器の音が途中で鳴りにくくなるなどしても、終曲まで演奏するこ
とができた。非常に限られた時数の中でも、複数の楽器を演奏する技能を身につけることができる
という可能性が高まったと言える。
　更には、実技テストをすることで個人の到達度をはかることができ、授業内容をしっかりと理解
しているかということも演奏から確かめることができた。以下に各楽器における演奏の結果と課題
を示す。
　①篠　笛……緊張から唇が震え、途中から音が鳴りにくくなる学生が数名あった。指使いなどはほ
ぼ全員間違えずに演奏できており、タンギングをしない日本の笛の奏法を理解し演奏
できている。「さくら」を選択した学生が多く、情感を込めた七メリの音を演奏でき
る例もあった。篠笛の練習は続けるほどに音の当たりが良くなっていくと思われるの
で、自主的に研鑽を積むことが望まれる。
　②能　管……篠笛と同様に、唇の位置が少しずれるだけで音が鳴りにくくなり苦心している姿が見
られた。唱歌と共に運指もほぼ間違えず演奏できる。ヒシギの音は体の使い方を掴め
た学生は鋭くきれいな音を鳴らすことができる。唱歌から受ける「ヒャイトロ」「ヒ
ヒョ」などのニュアンスを、指使いと唇と息を駆使して音で表現するということはま
だ難しい様子である。
　③三味線……上調子と合わせて弾くことを選んだ学生は指使いなどの間違いも少なく、上調子の音
を感じながらこちらと息を合わせて演奏することに注意が向けられていた。他の学生
もしっかりと弾ききったが、左手で押さえている弦とは別の弦を右手の撥で弾いてし
まったり、後半弾く姿勢が崩れやすいのは、やはり学習期間が短いため仕方がないと
も言える。個人テストを行うにあたり予想された通り、自らの音感に頼って指使いに
対して無頓着になっている箇所が数人に見られた。三味線においては「音自体があっ
ていれば良い」ということはないため、固有の様式に対する理解を更に深めたい。
36 杉山加保里・加藤　晴子
３．まとめと今後の展望
　これまで述べたように、教員養成課程における日本伝統音楽の学びの実践において、固有の発声
や演奏様式を用い、複数の内容を継続して行うことで、学生自身が音楽の特徴を掴み取り演奏でき
るまでの成果を得ることができた。あくまでも対象が音楽専修の学生であることから習得が早いと
いうことも言えるため、小中学校で同様のスピードで習得ができるプログラムではない。
　彼らが教員を目指す上で、長唄の発声で自らがどのように悩み唄い方を獲得していったか、篠笛
や能管の音を鳴らすためにどのような工夫をしたのか、という経験こそが重要になるのではないだ
ろうか。また特に三味線は調弦が難しいため、一斉授業で扱うには現実的に難しい楽器である。し
かし、将来学生自身が教員となった時に、児童生徒の奏でる篠笛などと共に三味線を弾くなど、授
業の工夫をする手助けになるのではないだろうか。そのためには今回習得した楽器の練習や、日本
伝統音楽の学習を、学生が興味を持って継続することが望ましい。
　この授業を通じて、学生の中で日本伝統音楽に対する感じ方がどう変化しているのかということ
は、レポート等から拾い出すことしかできていない。今後、各演習の効果を学生の声をもとに更に
まとめあげていきたい。また、教育現場において汎用性の高い箏や太鼓の奏法演習についても、授
業の中に組み込んでいくことも視野に入れて研究を継続していきたい。
注・引用
１）同学習指導要領において、小学校音楽科の目標については「表現及び鑑賞の活動を通して，音楽を愛好す
る心情と音楽に対する感性を育てるとともに，音楽活動の基礎的な能力を培い，豊かな情操を養う。」と定
められている。
２）実話を元に、江戸期町人社会における身分違いの恋の悲劇として一般に流布した。人形浄瑠璃や歌舞伎に
おいても多く登場する題材である。
３）全曲中の見せ所、聞かせ所で、最も艶やうるおいに富んだ部分のこと。
４）寺田己保子・山田佳穂（2015）「日本伝統音楽の指導における唱歌の有効性―『犬山こども長唄クラブ』の
実践から―」（埼玉学園大学紀要 . 人間学部篇）／
　　澁谷由美・山田佳穂（2016）「養成校における日本伝統音楽のとりあつかい―その意義と課題―」（日本音
楽教育学会第 47 回大会研究発表）
５）五度高く調律した三味線を同時に弾き、三味線の旋律を複雑にする効果を上げること。今回は学生が本来
の旋律である“本手”を弾き、教師が五度高く調弦した三味線で“上調子”を弾いた。
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